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概要（Summary ）：

模型を使用した発電デバイス実験の結果、簡単な磁

性材料の積層構造では発電デバイスとしての高出力

化は望めないことがわかったので、MEMS 加速度セ

ンサの梁の部分に発電素子を使うというアイディア

でミリサイズの試作品を作って評価し、MEMS デバ

イスへの応用の知見を得ることを目的とした。

実験（Experimental）：

実験には、以下の装置を使用した。

・キーエンス社製 VE-7800

・オシロスコープ

・データロガー

結果と考察（Results and Discussion）：

図１に今回試作したミリサイズの加速度センサを模

した発電デバイスの写真を示す。

図１に示す通り真ん中を振動子として四方に発電素

子が配置された構造となっている。発電素子は

FeCoV(板状加工：W2.5, L10, t1 mm)にウレタン被覆

線(0.1mmΦ, ＞20 巻,1 ターン)をコイル状に巻いた

ものである。このデバイスの中心に振動を与えた場合

の代表的な発電波形を図２に示す。

発電電

従来の

うとい

も満足

その他

・今後

小型で

検討す

共同研

関口哲

論文・

なし

関連特

なし

out1:+40/-38mV

out2:+36/-40mV

out3:+18/-18mV

out4:+23/-18mV

図２ 代表的な発電波形

図１：試作した発電デバイス
圧はいずれも p-p で数十 mv のオーダーであり、

MEMS 加速度センサの梁の部分に発電素子を使

うアイディアでは仮に本構造を多数集積化して

の行く出力は得られないという結果となった。

・特記事項（Others）：

の課題

効率のよい発電素子作製のためには、更に構造を

る必要がある。
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